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。P.Earle and B. Viekery: Social Science Literature Use in the UK as lndicated 
by Citat!ons， J，山内talof DOClIl1IClItatio叫 25(2)， pp. 123-141 CJune 1969) 
a ちなみに，日本の経済学における文献利用について私が調査したところでは，次のよう
な結果が得られた。英 (42%)，日 (39%)，独 (8%)，仏 (3%)，露 (5%)，その他
(3%)。詳しくは拙稿「引用文献からみたわが国経済学の文献利用」図書界， 22 (3) pp. 
94-98 (Sept. 1970)参照。
編集後記
1972年がとうとう終ってしまった。 3年連続年1回の発行という不名誉な結果にな
り，編集委員として諸兄姉に会わせる顔がない。特に研究余滴にご執筆下さった西村
先生には1年以上も原稿をお預かりしたま与になっていて大変失礼なことふなったー
とを深くお詑び申し上げる。
今回は，塩田・川原両氏の情報検索機械化の二論文をいた2き，コソピューター特
集のような形になった。そのためベージ数が通常号よりも多くなり，読みごたえのあ
る号となったことで発行遅延の埋め合わせにさせていただきたい。この労作をお寄せ
下さった両氏に対し，感謝と敬意を表したいと思う。(越知〉
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